
1 対象案件

予定価格 4,500万円以上 単独 格付　Ａ級

2 資格要件

 所在地

名簿登載

施工実績

工事成績

建設業許可

配置技術者

その他

次の事項を全て満たす技術者を、主任技術者又は監理技術者（※１）として専任で配置するこ
とができること。
⑴　１級又は２級土木施工管理技士の資格を有する者
⑵　監理技術者にあっては、土木工事業に係る監理技術者証を有し、監理技術者講習を修了し
ている者
⑶　上記「施工実績」に掲げる要件を満たす工事において、監理技術者、主任技術者又は現場
代理人の経験を有する者
⑷　配置される技術者については、現場に専任し常駐させること。
⑸　直接的かつ恒常的な雇用関係を有する者
⑹　入札執行日時点で３か月以上の雇用関係を有する者
⑺　営業所専任の技術者でない者
⑻　経営業務の管理責任者でない者

※１　下請契約の請負代金の額の合計が５千万円以上となる場合には、特定建設業の許可が必要となるととも
に、監理技術者を配置すること。

事後審査型　一般競争入札　　参加資格要件【土木一式工事】

日南市内に建設業法第３条第１項に規定する本店を有していること。

⑴　入札時点において日南市競争入札参加資格者名簿の土木一式工事に登録があること。
⑵　発注案件のランクと合致していること。
⑶　土木一式工事において、有効な経営事項審査結果があること。

平成27年度以降に完成した次の事項を満たす工事を元請として施工した実績があること。
⑴　日南市内における国、県、日南市発注の土木一式工事であること。

日南市が発注した土木一式工事の施工実績があるものにあっては、次の工事成績に関する要件
を全て満たすこと。
⑴　工事成績の平均が過去２年連続60点未満でないこと。
⑵　過去２年間の工事成績において、50点未満がないこと。

特定又は一般

上記技術者に加え、推進工に係る工程がある場合においては、「推進工事技士」を常駐させる
こと。ただし、「推進工事技士」については、受注者のみならず、下請負人に雇用されている
者も認めるものとする。


